
岡山畜産便り 1962.01 

岡山県の畜産の歩みとこれからの方向 

 

 “あけましておめでとうございます” 

 すがすがしい 1962年の新春を迎え、今年も更に大

きな希望に胸をふくらまし、畜産の振興に一層の努

力をいたしましょう。 

 さて最近の農業といえば、畜産とか果樹または園

芸が大きくとり上げられていこうとしています。 

 日本の畜産はいよいよ日のあたる産業として農業

の前面におし出され、飛躍的な発展が期待されます。

ここ２・３年畜産物の需要度の高い酪農・養鶏・養

豚等がすばらしく伸びております。ところがこれま

での畜産は１～２頭飼いの経営であったり、また動

物園のようにあれもこれも少しずつ飼うといった副

業的畜産あるいは糞畜的なものが多かったのですが、

このような中途半端な畜産ではほんとうにもうかる

ところまでいかず、たかだか小遣銭かせぎ程度にし

かなりません。 

 農家が畜産で豊かになり、よりよい生活を楽しむ

には「もっと儲ける」ことに徹底しなければなりま

せん。それにはとり入れる家畜の単純化、専門化を

計ることで、適地適畜というか、最ももうかるもの

を選んで、これに力を集中していくことが必要であ

ります。いま国でも県でも昭和 45年目標に長期農業

振興計画がたてられていますが、これによりますと

10 年後の農業所得は 76 万円、他産業にくらべ 78％

程度を目標にしています。 

 今年こそ農家でも年次計画をたて、一歩一歩所得

目標を早く達成するよう一層努力しなければならな

い年であろうと思います。 

 またこれからは一農家だけがよい実績をあげよう

ということではだめで、少なくとも農協あるいは一

町村単位の大きさで畜産主産地を造ってゆくことで

ないと、生産技術や集・出荷・販売などいろいろの

面で不利となります。同時に農家は積極的に経営規

模の拡大を研究し、多頭化を進めることによって、

あすの農家経済をになうことのできる畜産が育って

いくものと考えられます。 

 あすに明るい暮しの展望をもって、皆んなで楽し

い生活ができるよう本年も力をふりしぼってがんば

りましょう。 

 


